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　立石一真は、「事業を通じて社会的課題を解決し、よりよい社

会をつくるにはソーシャルニーズを世に先駆けて創造することが

不可欠になる。そのためには未来をみる羅針盤が必要だ」と考

えました。そこで、科学・技術・社会それぞれの円環的な相互関

係から未来を予測するSINIC（サイニック）理論を1970年に構

築し、国際未来学会で発表しました。以降、オムロンはこれを未

来シナリオとし、経営の羅針盤としています。

　SINIC理論の基本的な考え方は、科学・技術・社会が相互に

作用しながら発展していくというものです。情報化社会を例にと

ると、1940年代に勃興した総合科学であるサイバネティックス

やコンピュータ科学の発展が、新しい電子制御技術、プログラ

ミングなどの種（シーズ）となり、パーソナルコンピューターや

インターネットの普及を通じて、情報化社会が実現しました。一

方、情報化社会が発達し、より多くのデータを正確に素早く分

析・解析したいという社会の必要性（ニード）が、CPUやGPUな

どの処理装置の性能を向上させ、ディープラーニングなどの人

工知能（AI）技術の進化を促し、脳科学や認知科学の新たな展

開を刺激していることも挙げられます。

　最適化社会の現在は、工業社会から自律社会へと向かうパ

ラダイムシフトの過渡期です。社会の変化が大きく、将来の見通

しがつかないようにみえる今、SINIC理論をオープンにし、さま

ざまな人々との議論を通して未来創造のための社会の知として

活用を進めています。

* SINIC（サイニック）： Seed-Innovation to Need-Impetus Cyclic Evolution の略

科学・技術・社会の相互作用から未来を予測する「SINIC（サイニック）*理論」

SINIC理論
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